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マ ウス TNBs 大 腸炎 に 対す る遠志 の 抑制効果 に つ い て
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【目的】遠志 は抗消化性潰瘍作用を有す る こ とが報告 され て い る 。 今回 ， 我々 は体重 の減

少， F痢お よ び脱肛を主 な症状 とす る， ヒ トの ク ロ
ー

ン 氏病 に 似 て い る TNBs （2，4，6−

triniしrobenzene 　sulfonic 　acid ）惹起大腸炎 モ デ ル マ ウ ス に お け る，遠志 の 作用 に つ い て

検討 を行 っ た。

【方法】 7週 令 の BALB ／c 系雌性 マ ウ ス を 用 い た 。 ウ チ ダ和漢薬 よ り供 与され た遠志

（1g／kg／day） を TNBs 投 与開始時よ り実験終了ま で ゾ ン デ を用い て 棚 1経 「1投与 した。

Markus　 F．　 Neurath の 方法に 従 い ，内直径 1mm の ゾ ン デ を マ ウ ス の 肛門 に約 4cm 挿

入 し，50％ エ タ ノ ール に 溶解 し た TNBs を 注 入 し て 大腸 炎 モ デ ル を 作成 し た 。 実験 終了

後，肛門か ら盲腸ま で の 大腸組織を取 り出 し，大暢炎 を点数化 し た。さ ら に ，大腸 の 組織

学的検討 を行 った 。 ま た ，マ ウ ス の 胸 腺お よ び 脾臓摘 出 し，重 量 を 測定 し た
。

マ ウ ス の 胸

腺細胞を分離 し， フ ロ ーサ イ トメ ト リ
ーで 細胞表面抗原を検討 した 。 さ らに，in　vitro で

ま た ， 腸管上皮細胞 HT −29用 い
， 遠志お よ び遠志の 画分の サ イ トカ イ ン 産生 へ の 影響 に

つ い て も検討 した 。

【結果】遠志 は TNBs 大腸炎に よ る マ ウ ス の 体重減少を著明 に 抑制 し，大腸 炎 の 程度 も

著明に抑制 した 。 体重当り の 脾臓重量 は有意な変化を示 さな っ か たが，胸腺 の 重量 は，遠

志 に よ り有意 に 回復 した 。組織学的検討 で は炎症細胞数，潰瘍 の 直径 い ずれ も対照 群よ り

軽減 した 。 TNBs 大 腸炎 モ デ ル マ ウ ス で は 正 常 マ ウ ス に 比 べ 胸腺 の CD4 ℃ D8 細 胞が低

く，CD4
−
CD8

−
，　 CD4

−
CD8

一
細 胞 お よ び CD4

−
CD8

一
が 高か っ た 。 遠志 は こ れ ら の 異 常を正

常化 さ せ る方向で作用 した 。

【考察】遠志は中枢お よ び上部消化管へ の 効果 に っ い て の 報告はあ るが ， 下部消化管へ の

薬理作用 の報告は な か っ た 。 遠志の 活性 と して 局所 の粘膜で の 抗炎症作用 及 び腸管 リ ン パ

球 へ の 影 響 が考え られ る。 今回，少な くと も遠 志 が TNBs で 生 じる腸管 及 び全 身 の 免疫 系

の 異常を改善 し， 抗潰瘍 作用を示す こ とが明 らか とな っ た 。
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